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１． 研究計画の概要 

 
 本研究は、発話音声のノンバーバル情
報処理システムの研究開発である。従来
の研究成果である大規模自然対話音声
コーパスに依拠した、語彙的情報以外の
「気持ちのやり取り」に利用される発話
音声の特徴分析・抽出アルゴリズム・統
計的モデル化の研究を行う。さらに、ノ
ンバーバル発話のオントロジーと共に、
感情や情動情報を伝える発話様式の文
法構造を構築する。多くの言語モデルは、
文字言語に現れない、意図的情報の情報
処理を可能にするためのものである。つ
まり、笑い、りきみ、などのノンバーバ
ル情報を含む並列的なコミュニケーシ
ョン・チャネルの利用による話者の意図
解釈技術の開発を目的とする。 
  
２． 研究の進捗状況 

 
ノンバーバル音声コミュニケーションにお
ける情報処理技術の開発ために、自然対話イ
ンタラクションのデータ作成と分析を行う。
この技術は、コンピュータが人間の対話を理
解するためのものであり、ノンバーバル行動
に示されるパラ言語情報を処理するもので
ある。本年度は本研究の３年目にあたり、引
き続き新しいコーパス収録と WEB 作成,書き
起こし作業を行った。ダブリン大学で
COST2102 と共同でのインターナショナルス
クールを開催、研究代表者自身がその担当者
となった。研究成果として、”Active 
Listening and Synchrony”という今までな
かった研究課題を動かした。Inter Speech の

国際会議スペシャルセッションで”Active 
Listening and Synchrony”を取り上げた。
EU の大規模研究ネットワーク、SSP NET（A 
European network of excellence in social signal 
processing）のオープニングセッションにて
キーノートスピーチの招待講演を行った。ま
た去年作成した我々のデータベースが SSP 
NET のウェブページ下（http://sspnet.eu/）
に Free Talk という名前で公開された。スウ
ェーデンの KTHとダブリン大学と共同でダブ
リンにて２日間５人の対話を HDビデオ５台、
全方位カメラ２台、オーディオ１２本、モー
ションキャプチャー５台を用いて収録し、大
規模マルチモーダルコーパスのデータベー
ス を 作 成 し た 。 ま た ウ ェ ブ サ ー バ ー
http://www.speech-data.jp を 構 築 し 、
http://www.speech-data.jp/nick/mmx/d64.
html にそのデータベースを掲載した。 
 
３． 現在までの達成度  
  ①当初の計画以上に進展している 
 （理由）今回の研究により、日本、アイル
ランド、スロベニア、バスクの四カ国と共同
で COST（European Cooperation in Science 
and Technology）へ新たに利用者とノンバー
バルな知識を汲み取り高度な対話を可能に
する対話音声合成システムである “SMART”
(Speech Modelling for advanced Response 
Technology)という提案を申請、これが本研
究の目標達成となった。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
最終年度である今年度の研究内容は、大きく
３つに分けられる。第一は一般的な談話にお
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ける音声とリンクするノンバーバル発話音声
とモーションキャプチャーによる動作情報を
含むオントロジー開発の継続。第二に談話者
の意図を認識するため、注釈ラベルを用いた
マッピングに動作情報を含め統合解釈にむけ
ての研究の開始。第三は談話者の意図を考慮
する双方向的な対話型音声合成システムの準
備である。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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